
 
 
 
 

　特別活動ＷＧ　取りまとめ（案）から　❷ 

　　 

改訂の基本的な考え方　その２・３ 

 
２　「規律」か「自由」か、「集団」か「個人」かといった二項対立を超えて、

日本の学校教育の特色としての特別活動の意義を、今日的に再構成すること 

 

※　我が国の学校教育の特質である協調性の涵養や規律の確保は、社会の分断の可能性に対峙し

ていくための強みになり得る一方、ともすれば集団性の過度な強調に陥り、同調圧力や意義の

不明確なルールの温存につながってきた面も否定できない。こうした中、今次改訂では、この

強みと課題の双方を踏まえ、「多様性を個人と社会の力に変える」集団性へと、特別活動の意義

を更新していく必要がある。 

 
※　このことは、特別活動が「Tokkatsu」として多くの国から関心をもたれつつある中、全人的

な教育に関わるモデルを、日本から国際社会に対して示していくことにもつながる。 
 
３　教育課程全体における特別活動の位置付けや役割を、他の教科・領域との関係で分

かりやすく示し、更なる連携を促すこと 

 
　※　学びを支える基盤としての、また「対話と合意」をはじめ教科等横断的に学びを活用すると

いう各教科との関係に加え、とりわけ、道徳、総合、特別活動のそれぞれが「自己の在り方生

き方」についての考えを深めることを目標に掲げている中、それぞれの特質や教育課程上の役

割を明確にしつつ、それらを踏まえた上での、効果的な連携の可能性を検討することが必要で

ある。 

 

源 流 
第３３０号　　教育長　　儘田　文雄 

自分の目で確かめてから判断する 

 

 

 
 

（訳）大勢の人が皆よくないと言ったとしても信用せずに、必ず自分でよく観察してみる。 
　　　大勢の人が皆よいと言ったとしても信用せずに、必ず自分で観察して確かめなければ 
　　　ならない。 

出典：「壁を乗り越える論語塾」安岡定子著（ＰＨＰ研究所） 

 

衆 之を悪むも 必 ず察し、 衆 之を好むも 必 ず察す。 
しゅうこれ にく かなら さっ しゅうこれ この かなら さっ


